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	製品名: RF1マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81632
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はクラス1ポリペプチド鎖遊離因子をコードしています。コードされているタンパク質は、終結コドンUAA、UAG、およびUGAからのmRNA翻訳終結を指示する上で重要な役割を果たします。このタンパク質は、ナンセンス変異誘発mRNA分解（NMD）機構を介して、未熟に終結したmRNAの分解を促進するSURF複合体の構成要素です。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。この遺伝子の擬似遺伝子は、6番染色体、7番染色体、およびX染色体上に存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	MCF-7（1）、T47D（2）、MOLT4（3）、およびRaji（4）細胞溶解物に対するマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	RF1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	RF1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

